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1．はじめに 

本研究では，高軸力を負担する構真柱を対象に，合理

的な軸力伝達機構の確立を目的として，図 1に示すように， 

CFT 柱を場所打ちコンクリート杭（以下，場所打ち杭）

内に埋込み，その下部で開断面へと切替わるディテール

を提案する．軸力伝達要素としては，CFT 柱と開断面の

切替部における支圧抵抗力，鋼板とコンクリート間の付

着抵抗力，シアキーによるせん断抵抗力，ならびに構真

柱先端の支圧抵抗力を想定している． 

既報 1)の（その１）および（その２）では，知見の少な

い泥水中でのコンクリートと鉄骨の付着に着目し，泥水

（以下，安定液）を想定した試験体による押抜き試験の

結果を報告した．本報（その４）および（その５）では，

断面切替部におけるコンクリートの充填性確認実験につ

いて報告する． 

2．断面切替部の概要 

 CFT 柱から開断面への切替部は，一般に，角型鋼管

（以下，BOX）から仕切りの鋼板（以下，境界プレート）

を介してクロス H に切替わる．今回期待するのは杭中に

ある境界プレートが下部の杭体コンクリートに押し込ま

れる際の支圧抵抗であり，クロス H 内部に健全なコンク

リートが充填されていることが前提となる。一方，場所

打ち杭は，安定液で孔壁を保護しながら削孔し，トレミ 

ー管を用いて杭先端部からコンクリ

ートを打上げる．このため，断面切

替部では安定液が上方へ十分に排出

されず，境界プレート直下に充填不

良が生じる可能性がある．そこで，

安定液を上方へ排水しやすくするこ

とを目的として，図 2に示すように，  

 

 

 

 

 

 

境界プレート直下にプレキャスト（以下，PCa）のテーパ

ー形状等を設ける機構とした． 

3．実験計画 

3.1 実験概要 

 断面切替部のコンクリート充填性を確認するため，実

験を実施した．まず実大の約 1/10 の縮尺試験体を用いて

各種条件の違いによる充填性状の差を確認する要素実験

を行った．  

3.2 要素実験試験体 

 要素実験では，あくまで相対的な差を見ることを目的

とし，断面切替部の仕様および安定液の配合等を計画し

た．試験体は，コンクリート硬化後に断面切替部を観察

しやすくするため，鉄骨の代わりに木製試験体を用いた．

また，プレキャストのテーパー部は発泡材で製作した．図

3に試験体の概要を示す．CFT柱およびクロス Hで構成さ

れる構真柱試験体を，削孔した孔壁を想定した円柱状の

型枠中央に設置し，トレミー管を模擬した塩ビパイプ２

本を用いて，底部からモルタルを打上げる計画とした．

円柱状の型枠は高さ 600mm であり，断面切替部は底部か

ら 300mm の位置に設定した．実際の施工では，構真柱の

鉄骨は杭頭部のみに根入れされることが多いが，実験で

は円柱型枠の底面に接する状態とした．このため， 打設

したモルタルはクロス H の開放された側面からのみ内部

へ流入する．これは，実際の施工ではコンクリートの打

ち上がりを観察・管理できないため，実験ではクロス H

の外側と内側の打ち上がり高さに差が生じやすい条件を

想定したものである． 

3.3 試験ケース 

表 1に実験のパラメータを 

示す．全部で 6体計画し，安

定液の配合，テーパー部の

形状をパラメータとした．

安定液は２種類で，高吸水

性特殊ポリマー安定液（以

下，SAP 系）2)およびベント

ナイト系安定液を用いた． 
図 1 軸力伝達部 図 2 断面切替部の機構 
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図 3 要素実験試験体 

日本建築学会大会学術講演梗概集 

（中国） 2026 年 9 月 

 

―1695―

22848



 

*1 戸田建設, *2 大阪工業大学, *3 日建設計, *4 日本 

製鉄, *5 ジャパンパイル, *6 川田工業, *7 駒井ハル

テック 

*1  TODA Corporation, *2 Osaka Institute of Technology 

*3 NIKKEN SEKKEI LTD.,*4 Nippon Steel Corporation, *5 JAPAN 

PILE CORPORATION, *6 Kawada Industries,Inc., *7 Komaihaltec Inc. 

 

 

表 2にそれぞれの配合および作液時の性状を示す．要素

実験では試験体が小さいため，相対的な差が出やすいよ

うベントナイト系は濃度を 10.0%と濃くした．ただし，充

填性への影響が大きいと思われる粘性は，実施工での粘

性を想定し，ファンネル粘度 30 秒程度とした．図 4 にテ

ーパー部の形状および組合せを示す．形状は支圧面を半径

87mm の曲面とした形状１，テーパー角度を 20 度，45 度，

60度と変化させた形状２～４の 4形状を採用し，1つの試

験体で 2形状ずつ組み合わせた 3タイプとした．また，図

中のタイプ３は安定液の逃げ道として，境界プレート側

に抜ける水抜き穴とウェブを貫通する孔を設けた． 

4．実験結果 

 充填性状はコンクリート硬化後に境界プレートおよび

発泡剤を撤去し，上部から杭体側のコンクリート面を観

察した．表 3に結果を示す．表中の充填率は投影面積に対

する比率を示しており，50%以下は記載していない．気中

で打設した No.1は充填率 100%であったが，安定液中に打

設した No.2～6はいずれも充填不良を生じた．特にベント

ナイト系は安定液が抜けきらずに堆積している様子が確 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認された．No.4 の水抜き穴および貫通孔による差異も見

られなかった．充填性が悪いのはフランジとウェブの入

隅部分およびウェブの交差部分であり，テーパー部のない

No.6 でより顕著であった．一方，テーパー角の大きい

No.3の 45度と 60度は比較的良好な充填性が確認された． 

5．まとめ 

要素実験の結果から，安定液による充填性への影響は

大きく，充填性を確保するためにはテーパー角が少なく

とも 45 度以上は必要であると考えられる． 
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表 1 要素実験試験ケース 表 2 安定液配合と性状 

No. 安定液 断面切替部

1 なし タイプ1

2 ベントナイト系 タイプ1

3 ベントナイト系 タイプ2

4 ベントナイト系 タイプ3

5 SAP系 タイプ1

6 SAP系 なし

図 4 テーパー部の形状・組合せ 表 3 充填性確認結果 
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水抜き孔 貫通孔

試験体

安定液

曲面 20度 曲面 20度 45度 20度 曲面 20度 曲面 20度 なし なし

曲面 20度 曲面 20度 60度 20度 曲面 20度 曲面 20度 なし なし

充填率(%) 100 100 － － 85 － － － － － － －

(投影面積) 99 99 － － 90 － － － － － － －

テーパー部

充填状況

なしタイプ1タイプ3タイプ2タイプ1タイプ1

SAP系SAP系ベントナイト系ベントナイト系ベントナイト系なし

No.6No.5No.4No.3No.2No.1
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20度

20度

曲面

曲面

[解体直後]

20度曲面

20度曲面

20度曲面

20度曲面

安定液 ベントナイト 粉末粘土 SAP

ベントナイト系 10.00% 5.00% －

SAP系 － － 0.15%

安定液 比重
粘性

(秒)
pH

ベントナイト系 1.10 29.80 9.50

SAP系 1.07 29.50 8.86
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